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広報おおぜ

水道週間

2∞56月号

6月1日(水)，_7日(火)

市ではみなさんが安心して水道水を利用できるように努めています。

これからの季節は気温も上がり水を使う機会が増えてきます。

こまめに節水に努め、水を大切に使いましょう!

水は大切な資源、です。

水
道
課
な
ど
の
公
的
機
関
で
は
、

訪
問
販
売
で
物
品
を
売
っ
た
り
、
業

者
に
販
売
を
委
託
し
た
り
す
る
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
業
者
が
訪
ね
て
来
た
ら
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

注
・
:
水
道
水
に
は
、
消
毒
の
た
め
の

塩
素
(
健
康
に
影
響
の
な
い
量
)
が

入
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
塩
素
に

反
応
す
る
検
査
薬
を
水
道
水
に
入
れ

ペ、者業事工の定ヒ
臼

+
b
z
 

-巾寸
依事工道レR

F

'
a

，
 

「水
道
水
を
調
べ
て
い
る
」
な
ど

と
水
質
検
査
を
装
っ
た
り
、

「水
道

課
の
指
導
で
:
・
」
な
ど
と
公
的
機
関

か
ら
の
訪
問
を
装
い
水
を
検
査
し
た

後
、
塩
素
反
応
(
注
)
を
悪
用
し
て

水
に
色
を
つ
け
、

「
こ
の
水
は
有
害

で
す
」
な
ど
と
言

っ
て
、
浄
水
器
の

購
入
を
勧
誘
す
る
業
者
が
い
ま
す
。

市肉の指定給水装置工事事業者

長浜地区

業者名 所在地 電話

(有)住吉産業 上老 松 52-1531 

ダイワ設備工業 下須戒 52-1289 

河内設備商会 下須戒 52 -0503 

米 田 呈R民./u 備 長 浜 52-2713 

笹 田 水 道 長 浜 52-2891 

矢 野 ガ ス 附 長 浜 52-0420 

好崎設備工業 上老松 52-0701 

府)ニ 共鉄工 日青 海 52-0162 

(有)池内石油庄 長 浜 52-0448 

備)鈴木ガス商会 長 浜 52 -0358 

水道は、安全な水を供給するため

法律によって厳しく管理されていま

す。水道の新設・修理などの工事を

行うときは、必ず、指定給水装置工事

業者へ依頼してください。

水本 聞 が る
道庁 い 起 と
課水 合 こ
長 道わり当
浜課 せ ま然
分 E 先す色
室⑫。が
s 3 つ
@ 7 く

F 司 1 5 な

r 1 3 ど

Jl;:"て門鞍議2JJ 1 2 
※水道に関するお問い合わせは、水道課まで。 ぷ. - ピ J ょん ミ..__A・ι・1IIr..:::よぷι 5 応

申費募 学要 開 講 開 ご座 講て のて皆 座
宮大し 集 で 時 催 講 座 7 催 参を今 師 いたでいさこ」平
@ m'l込 期 8問 予 座 開月 期 加開年のろとすたんのの成
4 市み用日時は定は催 1聞 くき度話いえ。だに講受 17
1 立 ・ 間 講 で 、 平 だ まもをろば く郷座講年
O 博 問 実 6 で 義 す 毎 成 さすさ聞な、 こ土は生度
7物い費月 すで 月 18 い の ま い 所 他 との、を「

館 合 300211  年 。でざ たをの をこ ー募ふ
見わ 日 時 回 目 1 、まり見地 目と人集る
聞せ+間 あ 月 皆なし学域的をでしさ
講先 合 、 た ♀ さ内ましに によもまと

現り 7 ん容す七 出 開 く 多 す 見
係 地 のふ ぜの okかく知く。聞

見所巴 ひ講ソ、けもつの講

業者名 所在地 電話

(有)アサノ設備 ゴヒ ノロ、 24-0783 

淳 山水道 工事庖 田 口 24-2583 

揃いの水道設備 田 口 24-2216 

伊 予 屋 イ主 設 大 洲 24-2541 

(有)内田電気水道設備 徳 ホオ木ミ 25 -2858 

大 塚 鉄 工 所 新 谷 25-0300 

岡福水道工事応 田 口 24-3656 

備)オクダ設備 新 谷 25-4107 

備)神田鉄工所 東大洲 24-4122 

神 南 設 自粛 菅 田 25-4684 

備)菊地浄化槽センター 五 自日 24-0013 

城 戸 電 業 ネ土 徳 森 25-2944 

久 イ呆 鉄 工 所 八 多喜 26-0537 

備)佐々木鉄工 春 賀 26-0875 

佐 H善幸 71< 道 庖 中 ヰず 24-4410 

大 来日 開 発 中 本す 25 -3776 

谷本建設工業側 平 野 24-5161 

中 央 建 設 側 キ由 木 24-3556 

側 土 居鉄 工所 東大洲 24-4519 

徳 木;;+;:;木 設 イ庸 徳 木ヲk本 25-4023 

備)南予水道住設 若 宮 23 -2352 

側 西 田 興 産 徳 森 25-0211 

備)星 加水 道設備 八多喜 26-0020 

松 浦 建 吾員川又」 糊 菅 田 25-5335 

備) 丸 電 工 業 若 宮 24-5351 

備) 原 設 f蒲 大 洲 24-3783 

側 宮 フE 建 設 新 谷 25-0242 

キナ 上 工 業 側 若 宮 24-3141 

棚田電工大洲営業所 ~t: ノロ、 24-4595 

好 崎 鉄 工 米 津 26-0720 

マ ス ダ 住 設 市 木 25-4178 

愛媛たいき農業協同組合 東大洲 24-4181 

大洲地区

博
物
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

2 -一一一

ふ
る
さ
と
見
開
講
産

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
!



広帽おおず 2∞56月号

国保生活習慣病予防健笛

園
保
隼
活
習
慣
病
予
防
健
診
で

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
、

健
診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

大
洲
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
加

入
者
を
対
象
に
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

受
診
で
き
る
人

.
大
洲
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者-
平
成
げ
年
4
月
1
日
現
在
で
、
満

お
歳
以
上
向
歳
未
満
の
人
(
た
だ
し
、

既
に
老
人
医
療
受
給
権
者
に
な
っ
て

い
る
人
は
除
き
ま
す
。
)

企
V

平
成
同
年
度
に
病
気
な
ど
で
入
院

治
療
を
受
け
て
い
な
い
人

-v国
民
健
康
保
険
税
を
完
全
に
納
付

し
て
い
る
人

定

員

4
5
0
人
程
度

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

'ν 

早
期
予
防
の
だ
め
巳

受
診
期
間

7
月
日
日
か
ら

平
成
同
年
2
月
犯
日
ま
で

申
込
受
付
期
間

6
月
7
日
1

6
月
M
日

持

参

品

保
険
証
、
印
鑑

O
こ
の
受
診
結
果
は
今
後
の
保
健
指

導
に
役
立
て
る
た
め
、
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
資
料
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ご
理
解
の
上
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

O
受
診
が
決
定
す
る
と
、
市
役
所
保

険
環
境
課
か
ら
「
受
診
券
」
を
送
付

し
ま
す
。

(
7
月
上
旬
予
定
)

O
受
診
す
る
日
時
は
、
直
接
医
療
機

関
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課
国
保
係

宮
⑫
2
1
1
1
(内
線
1
6
5
)

各
支
所
市
民
福
祉
課

長
浜
支
所
E
@
1
1
1
1

肱
川
支
所
宮
@
2
3
1
1

河
辺
支
所
宮
@
2
1
1
1

こんなにお得です (受診費用の内訳)

健診区分
受診者 国 保

費用額
負担額 助成額

男性(一般健診) 6， 720円 12，064円 18， 784円

女性(一般健診) 6， 720円 12，064円 18， 784円

(一 般健診) 9，000円 17，396円 26，396円女性婦人科検診

自由に選べま す (受診できる医療機関 (順不同))

医療機関 電話番号 実施曜日 婦人科検診

石村病院 52-0275 月 ・金

7 大洲記念病院 25-2022 月~金
大洲中央病院 24-4551 月・木~日

加 p 病院 24-5101 月~金
喜多医師会病院 25-0535 月~金 当院外

市立大洲病院 24-2151 月~金 当院内

※祝祭日は受診できません。
※婦人科検診については、喜多医師会病院または市立大洲病院での受
診となります。

ミ
ク
ロ
の
自
で
見
た
小
さ
怠
草
花
の
写
真
展

顕
微
鏡
を
通
し
て
見
た
小
さ
な
草
花
の
写
真
展
を

開
催
し
ま
す
。

開
催
期
間

日

時

場

所
問
い
合
わ
せ
先

6
月
3
日
(
金
)
1
6
月
ロ
日
(
日
)

午
前

9
時

1
午
後

5
時

長
浜
ふ
れ
あ
い
会
館

宮
@
3
1
2
5
(上
原
ま
で
)

長
浜
を
中
心
に
小
さ
な
春
の

花
を
集
め
ま
し
た。

人
目
に
つ
か
ず
ひ

っ
そ
り
と

咲
く
野
草
の
花
々
も
拡
大
す
る

と
思
い
の
ほ
か
美
し
い
も
の
で

す。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一一一 3



広報おおぜ

市県民税のお知らぜ

2∞56月号

6月は、市民税・県民税を納めていただく最初の月です。

本年度より納期が4期 (6月・ 8月・ 10月・ 1月)から 5期 (6月・ 8月・ 10月・ 12月・ 2月)に変更となりました。

昨年に引き続き地方税法の一部が改正され、市民税・県民税についても次のように改正されました。

公的年金等控除の見直し
公的年金等控除のうち、年齢が65歳以上の人に対する上

乗せ措置が廃止されます。ただし、公的年金等控除の最低
保障額が50万円加算され、 120万円とする特例措置が講じ
られます。

【改正のポイント}

平成17年度分から適用されるもの

妻への均等割非課税措置の廃止
均等割の納税義務を負う夫と生計をーにする妻で、夫と

同じ市内に住所を有する人に対する均等割の非課税措置が
廃止されます。

改 正 前 E支 正 {麦

項 目
(平成17年度分まで適用) (平成18年度分から適用)

公的年金等控除後の 公的年金等控除後の
の収入金額 所得金額 の収入金額 所 得金額

O~ 収入金額 O~ 収入金額

平成18年 2.599.999 -1.400.000 3.299.999 -1.200.000 

1月 1日2.600.000 ~ 収入金額XO.75 3.300.000 ~ 収入金額XO.75

現在、年
4，599，999 一750，000 4，099，999 -375.000 

4，600，000 ~ 収入金額XO.85 4.100.000 ~ 収入金額XO.85
齢が65歳 8.199.999 1，210，000 7，699，999 785，000 
以上の人 収入金額XO.95 収入金額XO.95

8.200.000 ~ 
2.030.000 

7，700，000 ~ 
-1.555.000 

(単位:円)公的年金等所得の速算表

市民税均等割 1 5 0 0円
県民税均等割 700円
※経過措置により 1/2減額

市民税均等割 3 0 0 0円
県民税均等書IJ 1 5 0 0円

平成 17年度分

平成18年度分以降

森林環境税の創設
県民税均等割に森林の環境保全を目的とした森林環境税

500円が上乗せされます。(平成17年度分については均等割
の納税義務を負う夫と生計をーにする妻の場合は200円)

老年者控除の廃止
年齢が65歳以上の人で前年の合計所得金額が1，000万円

以下の人に適用されていた老年者控除(所得税50万円・個
人住民税制万円)が平成17年分の所得税、平成18年度分の
個人住民税より廃止されます。

平成18年度分から適用されるもの

定率減税の見直し
定率減税について、所得税で税額の20% (上限25万円)、

個人住民税で所得割額の15% (上限 4万円)の税額の控
除が、所得税で平成17年分より税額の10% (上限12.5万
円)、個人住民税で平成18年度分より所得割額の7.5% (上
限2万円)に縮減されます。

824-2111 
(内線 128・129・13 0) 
852-1111 
834-2311 
839-2111 

問い合わせ先
本庁税務課市民税係

課
課
課

務
務
務

総
総
総

所
所
所

支
支
支

浜
川
辺

長
肱
河

年齢が65歳以上の人に対する非課税措置の廃止
年齢が65歳以上の人のうち、前年の合計所得金額が125

万円以下の人に対する非課税措置が廃止されます。ただし、
平成18年度分は所得割及び均等割の税額の 3分の 2、平成
19年度分は所得割及び均等割の税額の 3分の lを減額する
経過措置があります。

大
洲
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

輔
た
に
据
税
事
襲
曹
と
な
る
み
な
さ
ん
へ
4一一一一

-圃冒

消
費
税
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
同

年

4
月
1
日
以
降
開
始
す
る
課
税
期

聞
か
ら
、

事
業
者
免
税
点
制
度
の
適

用
上
限
が

3
千
万
円
か
ら

l
千
万
円

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
基

準
期
間
の
課
税
売
上
高
が

l
千
万
円

を
超
え
る
事
業
者
は
、
消
費
税
の
新

規
課
税
事
業
者
と
な
り
ま
す
。

納
税
資
金
の
積
立
に
よ
る
消
費
税

の
期
限
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

-R消費
税
は
預
か
り
金
的
性
格
を
有

す
る
税
金
で
す
!

期
限
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
!

女
納
税
の
た
め
に
は
、

計
画
的
な
納

税
資
金
の
貯
蓄
を
お
勧
め
い
た
し

ま
す
!

E
@
3
1
1
5
 

期
限
内
に
申
告
・
納
付
を

行
わ
な
い
と

。
申
告
期
限
ま
で
に
申
告
さ
れ
な
い

場
合
に
は
、
期
限
後
申
告
の
税
額

の
ほ
か
に
、

無
申
告
加
算
税
が
か

か
り
ま
す
。

。
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場

合
に
は
、
税
務
署
か
ら
督
促
状
が

送
付
さ
れ
、

延
滞
税
を
併
せ
て
納

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
督
促
状
に
よ
り
完
納

さ
れ
な
い
場
合
に
は
、

財
産
の
差
押

な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
税
務
署

「無料」雇用保険活用相談室

雇用保険の料率は今年も引き上げられました。
事業主のみなさんへ雇用保険事業の各種助成

金・給付制度を有効に活用していただくため、
相談室を開催します。

開催日 6月17日幽午後 l時~午後4時
場所 ハローワーク大洲 2階会議室
問い合わせ先

愛媛県社会保険労務士会
8089-947-8228 



広棺おおぜ 2∞56月号

お知らぜ

abS嘘
イベン ト名称募集

市町村合併により大洲市は日本有数の椎茸生産地になりました。これを記念し

て、今年の秋頃、消費者の皆さんと椎茸生産者との交流イベントを開催する予定

です。そこで、イベント名称を募集します。皆さんのすばらしいアイディアによ

る名称をお待ちしています。

【応募 方法】 官製はがきにイベント名称、名づけた理由などのほか、応募者の

住所・氏名・連絡先を記入の上、応募してください。

{応募 先】 〒795-8601 大洲市大洲690-1

大洲市役所農林水産課内 「椎茸イベント名称募集J係

【締め 切り] 6月30日必着

【選 考】 7月中旬までにイベント準備委員会(仮称)において選考します。

【発 表】 7月末までに大洲市公式ホームページなどによりお知らせします。

【記念 品】 採用された人(1人)には、イベント当日に記念品(1万円相当)

を差し上げます。

.問い合わせ先 本庁農林水産課農林構造改善係 324-2111 (内線227)

ま
パ

の
ル

市
シ

洲
の

大
ら

旧
か

ら
村

か
辺

白
河

1
1
門口

同
月
・

4
町
。

、川
す

い
肱
ま

伴
旧
い

に

・
て

生
町
し

誕
浜
集

市
長
募

洲
旧
を

大
、
員

新
に
会

か一

大洲市ミニシルバー人材センターは、高齢者の「福祉と
労働」という面から考えられた組織で、就業は望んでいな
いが経験や技術・技能を生かして、社会参加や地域づくり
に寄与することを目的としています。

このセンターでは、公共団体や民間の事業所、または一
般家庭から依頼のあった仕事を集約し、会員の希望や能力
に応じた仕事を提供し、従事した仕事に対して配分金を会
員に支払っています。

":6. 
ヨエ 大洲市に居住する原則として60歳以上65

歳以下の人、またはこれらの人と同等以
上の能力を有すると認められた人

会費(年間1，000円)を準備してセンタ
ーまでお越しいただき、入会申し込みを
お願いします。

r入会手続ぎ

祉事の内容 植木の刈り込み、駐車場管理、運転業務、
屋内外の清掃、除草、ガラス拭き、賞状
などの毛筆の写字など

会員は、自分が従事した仕事の内容に応
じて、センターから配分金を支給されま
す。なお、配分金は仕事の内容や職種に
よって異なります。

大洲市東大洲270番地 1 (大洲市総合福
祉センター 3階)
大洲市ミニシルバー人材センタ-
323-0312 FAX23-0311 

L:.ド
川市

問い合わせ先
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、

も

ι小一
γ

う

、
し
い
た
り

※応募者か らの情報は、以下の目的に使
用します。

このイベント主催者の代理人および
契約業者に関しでも応募者か ら頂いた
情報は、市の定める大洲市個人情報保
護条例に則って扱い、このイベント の
目的以外には使用しません。
(1)イベント名称の選考
(2)イベント実施に関する一切の活動

剣類の霊録
銃砲や万剣類を発見したときは、速やかに最寄りの

警察署の生活安全課に発見届を出し、「銃砲万剣類発
見届出済証jの交付を受けた後、発見届を発見者(所
有者)自身が銃砲刀剣類を持参し、登録手続きをして
ください。

で
で

)
ま
ま

日
時
時

翌

4

4

は
後
後

合
午
午

場
ら
ら

の
か
か

日
時
時

祝

1

3

(
後
後

日
午
午

曜'K 
つノ3

類
砲

司
第
剣

E
月
万
銃

毎

O
O

口以，EE
‘
 

【場所】
愛媛県庁 第一別館 9階会議室(松山市一番町)

【持参するもの】
O銃砲刀剣類発見届出済証
O当該銃砲万剣類
0身分証明書(運転免許証、健康保険証など)
O愛媛県収入証紙(申請手数料)

-登録申請 l件につき 6，300円分
・登録証再交付申請 1件につき 3，500円分

※愛媛県収入証紙の取扱所は県庁内の銀行などに
もあります。

※銃砲万剣類は、発見時の状況のまま持参してく
ださい。

※登録申請手数料は、登録できない場合も返還で
きませんのでご了承ください。

【問い合わせ先】
愛媛県教育委員会 文化財保護課
3089-912-2976 (直通)



鴎おおぜ

第41回新就職者激励大会

2∞56月号

4
月
辺
日
‘
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

新
就
職
者
を
祝
う
第
引
回
新
就
職
者
激
励
大
会
が

聞
か
れ
ーま
し
た
。

新
就
職
者
お
礼
の
こ
と

ば
で
は
兼
口
善
安
さ
ん

(
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
大
洲

庖
)
と
川
本
明
奈
さ
ん
(
株

式
会
社
伊
予
銀
行
大
洲
支

店
)
が
、
「
今
年
1
月
に

4
市
町
村
が
合
併
し
、
新

生
大
洲
市
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
初
年
度
に
就
職

し
、
新
市
と
と
も
に
歩
み

だ
す
こ
と
は
、
喜
び
と
誇

り
で
す
。
新
社
会
人
と
し

て
ス
タ
ー
ト
す
る
わ
た
し

た
ち
は
、
し
っ
か
り
と
気

を
引
き
締
め
、
確
か
な
第

一
歩
を
踏
み
出
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
己
啓

発
に
努
め
、

地
元
の
産
業

文
化
の
発
展
や
、
人
に
や
さ
し
い
地

域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

公
共
心
や
道
徳
心
を
忘
れ
ず
、
マ
ナ

ー
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
」
と
決

意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

今
年
3
月
末
時
点
で
の
市
内
の
雇

用
情
勢
は
、
近
年
の
経
済
状
況
を
反

映
し
て
有
効
求
職
者
I
，
1
2
4
人

に
対
し
て
有
効
求
人
数
8
9
2
人、

有
効
求
人
倍
数
は

0
・
7
9
倍
と
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
市
内
の
企
業
な

ど
に
就
職
し
た
新
規
学
卒
者
の
前
途

を
祝
福
し
、
今
後
の
活
躍
を
期
待
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
4
月
に

開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
幻
企
業

な
ど
に
1
3
7
人
が
就
職
さ
れ
ま
し

た。
大
森
市
長
が
、
「
わ
た
し
も
皆
さ

ん
と
同
じ
新
人
の
気
持
ち
で
新
た
な

ス
タ
ー
ト
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
主
催
者
を
代

表
し
て
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

関かれた市政のために
~情報公開制度について~

平成16年度の制度運用状況を次のとおりお知らせします。
市政は、市民の皆さんの信託のもと常に市民に開かれたものとして運営

されなければなりません。

大洲市情報公開条例は、「市民の市政に対する理解と信頼を深め、市民
参加による公正で民主的な開かれた市政を推進するJために制定されたも
のです。

大洲市

公文書公開請求 2件

公開決定 2件

公開決定 うち全部公開 2件
など 部分公開 0件

非公開決定 。件

不服申し立て 0件

平成16年度情報公開制度の運用状況

(合併前平成16年4月l日~平成17年l月10日) (合併後平成17年l月11日~平成17年3月31日)

|日大洲市

公文書公開請求 1 1件

公開決定 1 2件

公開決定 うち全部公開 7件
など 部分公開 5件

非公開決定 0件

不服申し立て 01'牛

4月14日、肱)11 
河 川 防災ステーシ

ョンで平成17年度 ι

河川愛護モニター

会議が聞 か れ 、 市

内に在住する 8人
にモニタ ー委 嘱状

が授与されまし

た。

このモニター制

度は、河川 や堤防

にごみ、土石廃物

などを放置や捨てる不法行為、流水の異常、動物や植物の

自然環境の変化 などを日常生活の範囲内で確認し、国土交

通省大 洲河川 国道事務所へ連絡するものです。委嘱された

皆さんは、河川沿いの7カ所に分かれて、 1年間河川 を見守

り、河川美化 を呼びかけていきます。

(請求件数と公開件数が異なるのは、平成昨度に請求があって平成l慨に公 )
関したものが、 l件あるためです。 I

※旧長浜町・旧肱川町・旧河辺村は、公文書公開請求はありませんでした。

-公開請求の対象となる文書
実施機関の職員が職務上作成・取得した文書、図画、写真(磁気テープ

などから出力・採録されたものやマイクロフィルムを含む。)であって、
決裁・供覧などの手続きが終了し、その実施機関が管理しているものです。

[ただし平成12年4月1日以降に作成・取得した公文書]
※実施機関とは、「市長(水道事業管理者の職務を行う市長を含む。)、議
会、教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、監査委員会、農業委員
会、固定資産評価審査委員会jのことです。

・公開を請求できる人
①大洲市内に住所を有する人
②大洲市内に事務所または事業所を有している個人・法人その他の団体

③大洲市内の事務所または事業所に勤務する人
④大洲市内の学校に在学する人

⑤実施機関が行う事務・事業に利害関係を有する個人・法人その他の団体
園公開にかかる費用
0閲覧は無料です。
O写し(コピー)の作成や郵便に要する費用は請求者の負担になります。

白黒コピー l枚 10円 カラーコピー l枚 80円
[問い合わせ先]
本庁総務課文書係

51牛
【内訳】
回答したもの 1件
回答を要しなかったもの 4件
※匿名などのため回答できなかったものを含みます。

|お寄せいただいた内容 |。児童館の利用について(匿名)
O 健康診断について(匿名)。子どもの予防接種無料券について (31歳女性・新谷)。台風時の防災無線について(匿名)。ごみのポイ捨てについて (10歳女児・新谷)

6一一一一

ft24-2111 (内線322)

みなさんから寄せられた意見・提言は、市政の参考資料とし
て活用させていただきます。

また、連絡先・氏名などのあるものについては、文書や電話
でお答えをしています。

【問い合わせ先】
本庁総務課広報広聴係 ft24-21l1 (内線324)



広帽おおず 2∞56月号

児童手当の現況届

r児童手当を受給している皆さんヘゴ|現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
へ

「
児
童
手
当
現
況
届
」
を

6

月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

6
月
末
ま

で
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
本
庁

社
会
福
祉
課
、
各
連
絡
所
ま
た
は
各

支
所
市
民
福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

こ
の
現
況
届
は
、
児
童
手
当
法
上
、

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
全
員
に

提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
受

給
者
の
前
年
の
所
得
状
況
や
6
月
1

日
現
在
で
の
養
育
状
況
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

児
童
手
当
手
続
き
Q
&
A

問
届
出
書
に
記
入
す
る
内
容
は
去

年
と
同
じ
な
ん
で
す
け
ど
、
届
け

出
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
?

答

届
け
出
は
毎
年
必
要
で
す
!

引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ
っ
て

も、

期
限
内
に
現
況
屈
を
提
出
さ

れ
な
い
場
合
は
、
6
月
分
以
降
の

手
当
の
支
払
い
が
停
止
さ
れ
ま

す
。
必
ず
期
限
内
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問

現

況

届

の
書
類
は
ど
う
し
た
ら

も
ら
え
る
の
?

答

郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

6
月

中
旬
を
過
ぎ
て
も
書
類
が
届
か
な

い
場
合
に
は
、
本
庁
社
会
福
祉
課

か
各
支
所
市
民
福
祉
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
現
況
届
に
添
付
す
る
書
類
は
あ

る
の
?

答

厚
生
年
金
加
入
者
は
、

保
険
証

の
写
し
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
平

成
打
年
1
月
1
日
現
在
、
大
洲
市

に
住
所
が
な
か

っ
た
人
に
つ
い
て

は
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
(
平

成
げ
年
度
用
)
が
必
要
で
す
。
住

民
票
が
あ

っ
た
市
町
村
役
場
か
ら

取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
児
童
手
当
制
度
に
は
、
所
得
の
制

限
限
度
額
が
あ
り
、
所
得
が

一
定

額
以
上
の
人
は
児
童
手
当
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

-v公
務
員
は
、
勤
務
先
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出

・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

官

@

2
1
1
1
(内
線
1
8
8
)

長
浜
支
所
市
民
福
祉
課

E

@
1
1
1
1
(
内
線
3
3
)

肱
川
支
所
市
民
福
祉
課

宮

@
2
3
1
1

(内
線
4
0
2
)

河
辺
支
所
市
民
福
祉
課

宮
⑮
2
1
1
1
(内
線
1
5
3
)

難聴医療・補聴器 1日無料阻談会大洲警察署からのお知らせ

~子どもの水の事故防止~

6月6日の補聴器の日に

ちなんだ行事ですl

6月5日(日)午前10時~午後3時

市総合福祉センター(東大洲)

823 -0294 FAX23 -0295 

聴力測定、使用補聴器の点検調整、

耳の医療相談、福祉制度の相談

田口亜紀医師

(愛媛大学医学部附属病院耳鼻咽喉科)

要約筆記ボランティアのみなさんが

筆談などでサポー トしますので、お気

軽にお越しください。

主催・問い合わせ先

NPO愛媛難聴者協会

8089-927-1135 FAX089-927-1133 

時

所

相談内容

医療相談

その他

日

場

暖かくなってくると、水の事故が多発します!

《保護者の皆さんへ》

く〉子どもだけで、危険な場所へ行くことや水遊びはやめさ

せましょう。

。保護者が同伴していても油断はせず、子どもから自を離

さないようにしましょう。

。子どもが他の家の人と泳ぎに行く時には、必ず、行き先、

帰宅時間、同行者などを確認しておきましょう。

。河川では、急に水かさが増したり流れが速くなることが

あります。子どもによく話して水の怖さを

確認しましょう。

《地域の皆さんへ》

0危険な場所で遊んでいる子どもを見かけ

たら、声をかけてやめさせましょう。

。地域ぐるみで危険箇所を点検し、管理者・

所有者などに防護柵を設けるなど、危険防

止措置をとるように申し入れましょう。

大洲警察署 825-1111 
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広縄おおぜ

災害lこ強いまちづくり

2∞56月号

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

-IIB主孟蚕孟蚕亘

• 

市
で
は
、
度
重
な
る
台
風
な
ど
の
自

然
災
害
に
対
し
、
適
切
か
つ
迅
速
に
対

応
す
る
た
め
、
「
危
機
管
理
室
」
を
設
置

し
、
危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

災
害
は
、
い
つ
起
き
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん。い

つ
い
か
な
る
災
害
が
発
生
し
て
も
、

適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

日
頃
か
ら

災
害
に
対
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
市
町
村
の
合
併
に

伴
い
市
域
も
広
範
囲
に
な
り
ま
し
た
。

市
全
体
の
危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
図

る
た
め
に
は
、
も
ち
ろ
ん
行
政
や
関
係

機
闘
が
、
そ
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
は

必
要
で
す
。
し
か
し
、
市
民
一
人
一
人
が
、

危
機
管
理
の
意
識
を
持
っ
て
頂
く
こ
と

は
、
と
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
経
験
は
、

地
域
に
お
け

る
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
な
ど
に
つ

い
て
、
私
た
ち
に
極
め
て
貴
重
な
教
訓

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
7
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
是
非
と
も
知
っ
て
頂
き
た

い
危
機
管
理
な
ど
に
つ
い
て
掲
載
し
ま

す。
第
1
回
は
、
危
機
管
理
に
お
い
て
最

も
必
要
な
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
、

そ
の
必
要
性
や
役
割
、
市
の
現
状
な
ど
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性

防
災
対
策
の
基
本
は
、

自
助
:
・
住
民

一
人
一
人
が
、
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
。

共
助
:
・
地
域
住
民
が
連
携
し
て
、
地
域
の

安
全
は
み
ん
な
で
守
る
。

公
助
・
:
行
政
が
、
災
害
に
強
い
地
域
の

基
盤
整
備
を
進
め
る
。

以
上
の

3
つ
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す。
こ
れ
ら
が
、
う
ま
く
連
携
を
保
つ
こ

と
に
よ
っ
て
、
防
災
対
策
は
効
果
を
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
7
年

1
月
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
以
前
は
、
「
防
災
は
行
政
の

仕
事
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
ク
ラ
ス
の
大
規
模

な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
交
通
の
阻
害

や
同
時
に
多
発
す
る
火
災
へ
の
対
応
か

ら
、
公
的
な
防
災
関
係
機
関
の
活
動
能

力
は
、
著
し
く
低
下
し
ま
す
。

事
実
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
家

屋
の
倒
壊
に
よ
る
生
き
埋
め
や
建
物
な
ど

に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
人
の
う
ち
、
約
町
%

は
自
力
ま
た
は
家
族
や
隣
人
に
救
助
さ
れ
、

消
防
な
ど
の
公
的
機
関
に
助
け
ら
れ
た
の

は
、
わ
ず
か
1
・
7
%
だ
っ
た
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
す
。

災
害
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

被
災
者
の
数
は
膨
大
に
な
り
、
情
報
は

混
乱
し
、
道
路
や
橋
梁
な
ど
の
公
共
施

設
が
被
害
を
受
け
る
た
め
、
防
災
機
関

な
ど
の
適
切
で
迅
速
な
対
応
は
困
難
に

な
り
ま
す
。

生き埋めや閉じこめ5れた際の救助

日;:
のそ

3褒
No. 1 

こ
の
た
め
、
発
災
直
後
の
人
命
救
助

や
初
期
の
消
火
活
動
は
、
近
隣
住
民
の

協
力
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

2
自
主
防
災
組
織
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
核
に

近
年
、

地
域
住
民
の
連
帯
意
識
の
低

下
が
見
ら
れ
る
と
一
般
的
に
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
良
い

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ゃ
つ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
は
、

地
域
の
防
災

力
を
高
め
、
安
全
で
住
み
や
す
い
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
視
点
か
ら
も
重
要
で

す。
平
常
時
か
ら
の
人
び
と
の
交
流
を
通

じ
た
、
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た

ち
で
守
ろ
う
」
と
い
う
地
域
防
災
の
た

め
の
住
民
活
動
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
核
と
な
る
も
の
で
す
。

3
自
主
防
災
組
織
の
役
割

自
主
防
災
組
織
は
、
平
常
時
に
は
防

災
知
識
の
普
及
や
啓
発
、
地
域
内
の
安

全
や
設
備
の
点
検
、
防
災
訓
練
な
ど
を

行
い
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
情
報
を
収
集
し
て
住
民
に
迅
速
に

伝
え
、
初
期
消
火
活
動
、
被
災
者
の
救

出
や
避
難
誘
導
、
避
難
所
の
運
営
な
ど
の

役
割
を
担
い
ま
す
。

8一一一



胡おおず 2∞56月号

歌会初のお知らせ

初
期
消
火

救
出
・
救
助

避
難
誘
導

情
報
の
収
集
・
伝
達

避
難
所
の
管
理
・
運
営

地
域
内
の
安
全
点
検

防
災
訓
練

防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発

自
主
防
災
組
織
と
し
て
、
日
噴
か
ら

大
き
な
災
害
に
備
え
て
自
発
的
に
活

動
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

4
市
の
現
状

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
下
記
の
と
お

り、

4
つ
の
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

5
問
い
合
わ
せ
先

自
主
防
災
組
織
の
結
成
な
ど
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。大

洲
消
防
署
防
災
課

宮

@
0
1
1
9

大
洲
市
総
務
部
危
機
管
理
室

E
@
2
1
1
1
 

(
内
線
3
3
2
)

結成年月日 自主防災組織の名称

平成8年4月 平地区自主防災組織

平成13年3月 肱北喜多地区自主防災組織五郎支部

平成14年 1月 久米地区自主防災組織

平成16年9月 肱北喜多地区自主防災組織田口支部

平
成
団
年
歌
会
始
の
お
題

注

もちれ ZEおでつ
差はばご題芙
し異よ爪はみ

子供く、まJT 
語長一千笑ゑ定

りす主主み?
まカ!記局一五
せ 「ゎ成しでま
ん笑らりですし
052立ぃ問え

2

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

川
詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん

だ
自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と

し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

同
書
式
は
、
半
紙
(
習
字
用
の
半

紙
)
を
横
長
に
用
い
、
右
半
分
に

お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
(
本

名
、
ふ
り
が
な
っ
き
)
、
生
年
月

日
お
よ
び
職
業
(
な
る
べ
く
具
体

的
に
)
を
縦
書
き
で
書
い
て
く
だ

さ
い
。
(
書
式
図
参
照
)

無
職
の
場
合
に
は
、
「
無
職
」

と
書
い
て
く
だ
さ
い
(
以
前
に
職

業
に
就
い
た
こ
と
の
あ
る
場
合
に

は
、
な
る
べ
く
元
の
職
業
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。
)

な
お
、
主
婦
の
場
合
は
、
単
に

「
主
婦
」
と
書
い
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。

同
用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
毛
筆
で

自
書
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

海
外
か
ら
詠
進
す
る
場
合
は
、
用

紙
は
随
意
と
し
、
毛
筆
で
な
く
て

も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

凶
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め

毛
筆
に
て
自
筆
が
で
き
な
い
場
合

は
次
に
よ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
代
筆
(
墨
書
)
に
よ
る
。

代
筆
の
理
由
、
代
筆
者
の
住

所
お
よ
び
氏
名
を
別
紙
に
書
い

て
詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

イ
本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ

ン
な
ど
を
使
用
し
て
印
字
す

る
。
こ
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
機

器
を
使
用
し
た
理
由
を
別
紙
に

書
い
て
詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ

さ
い
。

ウ
視
覚
障
害
の
人
は
、
点
字
で

詠
進
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。

3

注
意
事
項

次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は
失
格

と
な
り
ま
す
。

川
お
題
を
読
み
込
ん
で
い
な
い
場

ム口

同
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場

ム口

同
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
短

歌
と
同
一
ま
た
は
著
し
く
類
似
し

た
短
歌
で
あ
る
場
合

凶
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る

以
前
に
、
新
聞
、
雑
誌
、
そ
の
他

の
出
版
物
、
年
賀
状
な
ど
に
よ
り

発
表
し
た
場
合

同

2
の
削
に
記
し
た
代
筆
の
理
由

書
を
添
え
た
場
合
を
除
き
、
同
筆

と
認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌

山
間
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職

業
を
書
い
て
な
い
も
の
、
そ
の
他

こ
の
詠
進
要
領
に
よ
ら
な
い
場
合

4
詠
進
の
期
間

お
題
発
表
の
日
か
ら
9
月
初
日
ま

で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
消
印
が

9
月
初
日
ま
で
の
も
の
を
有
効
と
し

ま
す
。

5

郵
便
の
あ
て
先

「
干

1
0
0
8
1
1
1

宮
内

庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と

書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
詠
進
歌
は
、

小
さ
く
折

っ
て
封
入
し
て
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。

6

疑
問
が
あ
る
場
合

宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用

切
手
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
9
月

初
日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Z
G一三
若
者
宅
・
}
門
戸
口
色
。
F
0
・m
0
・
U
戸
N
~

E
M
i
g
-
Z
B-

お
題
「
笑
み
」

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

書 式図
(横 長

職 T : 
電住 ( 

業 話山
ι 番折

生円;号令所 1 
年
一 副

， 1¥" 
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広幅おおず 2∞56月号

受賞者の紹介

す》まti‘ ざ
ヲ守、.ヲII おめ

f / f 
そちぞれのう主野で活躍され、功i が

高々評価さ£たおニえを紹介どます。/ / 

r 

-投よ町)'.11豆島
d写 書与ヨヨそ込涙三 一
生金 引 L ~ 'tに .... "f. ~_ ~ 

喜子主主れ壬尽;芯，ー 点字t
突年寸 i~~ fJ'fJ・4 凶 呈

ゑ !~~垂水、南宮 接合
由主 章jii埜孟 年 "'I:iK イ動

三官炉建5ずF
童

文 章1液晶殺 1

目 前四段反主
1をに -E午

、.u".，.. ~ (t 'cf'埠4

認
定

証

ふ
H
W
A町

&
J
n
句

Mr

4

イ
，

-v
wu'

ト
-
由
正
辛
限

あ
U
六
日
句
惇
ロ
問
わ
る
弘
章
ぐ

地
域
笠
詰
にE
吉
右
し
ム
M
M
U
A
μ

お
、
T
M
h
れ
六
段
，
卵
、
経
比
例
他
的

俊
範
ピ
C
ヲ
マ
‘
る
ピ
誌
の
ら

れ
る
の
て
再
拘
Z
S
T
名
人
と

し

τ認
定
し
8
7

事
-
R
i
e
勺

S
'
h
t
h
o

睦
占
え
H
W
費

R

E
l
i
-
-

1
A
木
村
品
三
日
却

4

厚生労働大臣表彰受賞
3月14日、東京都において、浦上富雄さん(長

浜 :浦上歯科院長)が、厚生労働大臣表彰(第33回
医療功労賞)を受賞されました。浦上さんは、昭和

24年に医院を開業、以来地元の小学校の歯科医をは

じめ、永年にわたり困難な医療環境のもと地域住民

の歯科医療と口腔衛生の普及向上に尽力された功績

により今回の受賞となりました。

森の名手・名人に選定
3月24日、松山市において、小西長幸さん(柴)が、

「全国森の名手 ・名人(森の恵み部門)Jに選定され、

認定証の伝達式が行われました。

小西さんは、 40年にわたり優良乾燥しいたけの生

産に携わり、きめ細やかな作業管理による良質生産

に努められ他の模範となっていると認められたため

今回の認定となりました。
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広範おおず 2∞56月号

帝京第五高等学校全国制覇

E国
A 

E 
初優勝帝京第五高等学般男子剣道部

帝
京
第
五
高
等
学
校
男
子
剣
道
部

が、

3
月
幻
日
・
訪
日
、
愛
知
県
春

日
井
市
で
開
催
さ
れ
た
、
第
日
回
全

国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会
で
初
優

勝
を
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
四
国

勢
が
優
勝
を
果
た
し
た
の
は
、
今
回

が
初
め
て
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
、

実
を
結
び
ま
し
た
。

大
会
に
出
場
し
た
選
手
と
監
督

は、

4
月
6
日
、
大
会
旗
な
ど
を
携
え

て
大
森
市
長
へ
優
勝
報
告
を
行
う
た

め
大
洲
市
役
所
本
庁
を
訪
れ
ま
し
た
。

「
今
回
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
優

勝
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
夏

に
開
催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
も

全
国
制
覇
を
し
た
い
」
と
今
後
の
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

大
洲
市
で
は
、
全
国
制
覇
を
称
え

市
役
所
庁
舎
前
に
懸
垂
幕
を
掲
示
し

ま
し
た
。

選
手
と
監
督
の
皆
さ
ん
の
今
後
の

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

E込
~ 

四
倉
田

昨
年
開
催
さ
れ
定
「
え
ひ
め
町
並
博
2
0
0
4
」
で

コ
?
イ
べ
『
ノ
ト
会
場
と
な
っ
て
い
定
「
思
ひ
出
倉
庫
」
ガ

4
日
1
日
か
ら
リ
ニ
コ
l
?凡
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

会
場
内
は
、
昭
和
初
年
代
を
思
い

出
さ
せ
る
懐
か
し
い
も
の
ば
か
り
。

珍
し
い
記
念
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
並
ぶ

た
ば
こ
屋
、
黒
板
に
警
ら
中
と
書
い

て
あ
る
交
番
、
子
ど
も
が
喜
ぶ
木
馬

の
理
髪
用
椅
子
が
置
か
れ
た
床
屋
、

お
菓
子
が
ガ
ラ
ス
ケ
1
ス
い
っ
ぱ
い

に
つ
ま
っ
た
駄
菓
子
屋
な
ど
が
軒
を

連
ね
て
い
ま
す
。
そ
の
奥
を
さ
ら
に

進
む
と
日
常
生
活
を
営
む
生
活
空

間
。
ち
ゃ
ぶ
だ
い
、
モ
ザ
イ
ク
タ
イ

ル
の
台
所
、
オ
ル
ガ
ン
、
電
化
製
品

な
ど
が
当
時
の
生
活
を
そ
の
ま
ま
再

現
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
炭
酸
飲
料
関
連
の

ビ
ン
や
機
材
を
収
集
し
た
「
炭
酸
倶

楽

部

ソ

l
ダ
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
」
も

同
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
懐
か
し
い
昭
和
レ
ト
ロ

を
満
喫
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

カ開
館
時
間

午
前
9
時
半

i
午
後
4
時
(
札
止
)

料

金

大
人
2
0
0
円
・
子
ど
も

1
0
0
円
(
中
学
生
以
下
)

休
館
日

毎
週
木
曜
日
・
年
末
年
始

場

所

大
洲
本
町
3
丁
目

(
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
横
)

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
商
工
観
光
課
ま
ち
づ
く
り
対
策

第
2
係

E
@
2
1
1
1
 (
内
線
5
3
3
)
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広鰻おおず 2∞56月号

宝くじ闘成事業

制
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

宝
く
じ
助
成
事
業

… 

.・・・・
一一

-
..1‘..・
一---・'-

一
IUI 

平
成
時
年
度
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
宝
く
じ
助
成
事
業
に
よ
り

地
域
活
動
を
実
践
す
る
団
体
が
、
施
設
や
備
品
な
ど
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

【
獅
子
舞
備
品
整
備
】

市
木
地
区
の
地
方
祭
行
事
の
ひ
と

つ
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
獅
子
舞
を

伝
承
し
、
後
継
者
の
育
成
を
は
じ
め

と
し
て
、
青
少
年
健
全
育
成
お
よ
び

明
る
い
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
努
め

て
い
ま
す
。

【
整
備
し
た
備
品
】

獅
子
頭
1
頭
、
獅
子
頭
(
子
供
)

1
頭
、
太
鼓
張
替
1
式
、
獅
子
頭
用

油
単
柄
入
(
大
人
用
)

l
式
、
獅
子

頭
用
油
単
柄
入
(
子
供
用
)

l
式、

油
単
用
ズ
ボ
ン
四
枚
、
太
鼓
台
1
台、

猿
の
面
2
枚
、
キ
ツ
ネ
の
面
2
枚、

猿
の
タ
ス
キ
6
枚
、
キ
ツ
ネ
の
タ
ス

キ
6
枚
、
猿
の
上
下
衣
装
2
枚
、
キ

ツ
ネ
の
上
下
衣
装
2
枚
、
お
じ
い
さ

ん
着
物
2
枚
、
お
ば
あ
さ
ん
着
物
2

枚
、
ハ
チ
マ
キ
(
豆
し
ぼ
り
)
お
枚
、

祭
礼
用
化
粧
回
し
(
子
供
用
)
1
枚、

横
笛
3
個
、
足
袋
(
子
供
用
)
お
足

【
秋
葉
山
広
場
等
整
備
】

秋
葉
山
山
頂
付
近
に
展
望
台
と
公

衆
便
所
を
設
置
し
、
多
く
の
住
民
が

集
い
、
柳
沢
地
区
全
体
を
見
渡
せ
る

新
し
い
地
区
イ
ベ
ン
ト
の
場
を
整
備

し
ま
し
た
。

宝くじ助成事業とは?

自治総合センターでは、住民の行うコミュニテ

ィ活動を支援しています。

助成の対象となるのは、社会福祉、社会教育、

体育、環境保護その他公益の増進などに寄与する

事業で、各地区コミュニティ推進委員会や各自治

会を通じて申請することができます。

この助成事業の財源には、全国自治宝くじの普

及広報事業費として受け入れる宝くじ受託事業収

入が充てられています。 【
整
備
し
た
施
設
】

展
望
台

公
衆
便
所

12一一一

日
2m

印

zm

宝くじは
豊かさ築く
チカラ持ち。

(宝くじは、広く社会に役立てられています。)
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お知らせ

【
鹿
踊
り
備
品
整
備
】

小
薮
鹿
踊
り
保
存
会
で
は
、
地
域

の
伝
統
で
あ
る
鹿
踊
り

(
6
つ
鹿
)

を
伝
承
し
、
後
継
者
の
育
成
を
し
、

地
域
の
伝
統
文
化
の
保
存
を
図
る
と

と
も
に
、
活
気
の
あ
る
地
域
づ
く
り

の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
整
備
し
た
備
品
】

鹿
頭

衣
装
上
下

法
被

幕
・
垂
れ昌d諸説芸、逗蹴@逗窃内

6月から検査・ 相談受付時間を変更

八幡浜保健所では、今年6月からエイズの迅速検査を

導入し、陰性の場合は当 日結果がわかるようになりまし

た。

それにともない、

します。

6
体

6
式

l
式

6
式毎週火曜日 午前 10時~午前11時

(5月末までは従来通り午前11時から正午)

八幡浜保健所 1階

(八幡浜市北浜 1丁目)

相談・検査日

所場

無料・匿名で予約は不要です。

抗体検査は感染の機会から、 2ヶ月以上

経過しないと検査に出ない場合がありま

すのでご注意ください。

法方

八幡浜保健所

80894-22-4111 (内線314)

問い合わせ先

「レ
ッ
ド
リ
、ボ
ン
っ
て

な
あ
巴
?
」

「レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
は

エ
イ
ズ
に
対
す
る

理
解
と
支
援
の
象
徴」

'
A
権
・
筒
和
教
官
同
シ
リ
E
ズ

No.事

「
全
て
の
人
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
②
」

先
月
号
に
続
い
て
、
「
愛
媛
県
人

権
施
策
推
進
基
本
方
針
」
の
中
か

ら
重
要
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
県
民
一
人
一
人
が
互
い

に
人
間
の
尊
厳
や
権
利
を
尊
び
、

差
別
や
偏
見
の
な
い
地
域
社
会
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
次
の

よ
う
な
重
要
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

そ
れ
は
、
①
女
性
②
子
ど
も
③

高
齢
者
④
障
害
者
⑤
同
和
問
題
⑥

外
国
人
⑦
エ
イ
ズ
患
者
・
日

I
V

感
染
者
⑧
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元

患
者
⑨
そ
の
他
の
人
権
課
題
(
犯

罪
被
害
者
・
ア
イ
ヌ
の
人
々
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
人
権
侵

害

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
・

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
イ
)
の
こ
と
で
、

そ
の
中
か
ら
今
回
は
「
同
和
問
題
」

に
つ
い
て
の
対
応
を
述
べ
た
い
と

思
い
ま
す
。

一
、
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

我
が
国
固
有
の
人
権
問
題
で
あ

る
同
和
問
題
は
、
憲
法
が
保
障
す

る
基
本
的
人
権
に
関
わ
る
重
要
な

問
題
で
す
。
本
県
で
は
、
昭
和
弘

年
に
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置

法
」
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、
同
和

地
区
の
生
活
環
境
の
改
善
を
は
じ

め
と
す
る
物
的
な
基
盤
整
備
は
概

ね
完
了
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
存
在
し
て
い
た
較
差
は
大
幅

に
改
善
さ
れ
、
実
態
的
差
別
の
解

消
は
ほ
ぼ
達
成
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
々
の
観
念
や
潜
在

意
識
に
か
か
わ
る
心
理
的
差
別
に

つ
い
て
は
、
着
実
に
解
消
に
向
け

て
進
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
結
婚

問
題
を
中
心
に
依
然
と
し
て
根
深

い
差
別
意
識
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
同
和
問
題
を
口
実
と

す
る
不
法
、
不
当
な
行
為
や
要
求

を
行
う
い
わ
ゆ
る
「
え
せ
同
和
行

為
」
の
横
行
が
、
同
和
問
題
に
関

す
る
誤
っ
た
意
識
を
植
え
付
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
ま

だ
残
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
心
理
的
差
別
の

解
消
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
の
同

和
教
育
や
啓
発
活
動
に
よ
っ
て
積

み
上
げ
ら
れ
て
き
た
成
果
と
こ
れ

ま
で
の
手
法
へ
の
評
価
を
踏
ま
え

て、

他
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題

と
の
関
連
を
考
慮
し
な
が
ら
、
教

育
・
啓
発
を
中
心
に
同
和
問
題
の

解
決
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
「
同
和
問
題

へ
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め

る
た
め
の
教
育
・
啓
発
の
推
進
」

が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

大
洲
市
に
お
い
て
も
、

4
月
か

ら
「
人
権
啓
発
課
」
が
新
設
さ
れ

る
な
ど
新
大
洲
と
し
て
よ
り
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

一一一一 13
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「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
の
期
間
中
、
大
洲
市
内

の
各
地
で
は
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

4
月
7
日
(
木
〉

ー
勇
壮
な
太
鼓
の
音
を
響
か
せ

1

「
粟
津
祇
園
太
鼓
に
よ
る
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
運
動
」
と
題
し
て
交
通
茶
屋

が
、
大
洲
市
五
郎
・
畑
の
前
橋
南
側
の

大
洲
長
浜
線
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
に
先
立
ち
粟
津
祇
闘
太
鼓
保
存

会
の
会
員
加
入
が
、
勇
壮
な
祇
園
太

鼓
を
披
露
し
、
交
通
死
亡
事
故
を
勇

ま
し
く
追
い
払
う
厄
よ
け
祈
願
を
し

ま
し
た
。

春
の
暖
か
い
日
差
し
の
下
、
粟
津

祇
園
太
鼓
保
存
会
、
大
洲
交
通
安
全

協
会
、
大
洲
市
交
通
指
導
員
、
大
洲

交
通
安
全
母
の
会
、
大
洲
警
察
署
の

皆
さ
ん
が
、
自
動
車
ド
ラ
イ
バ
ー
と

同
乗
者
に
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

4
月
8
日
(
金
)

ー
無
事
故
を
祈
っ
て

i

出
海
地
区
で
交
通
茶
屋
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

「
安
全
運
転
し
て
く
だ
さ
い
ね
」

と
出
海
保
育
所
の
園
児
に
声
を
か
け

ら
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
達
は
、
無
事
故

を
誓
い
次
の
目
的
地
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。

4
月
旧
日
(
日
)

ー
運
転
者
の
マ
ナ
ー
の

向
上
を
目
指
し
て

1

O
Z
U
ラ
イ
ダ

l
ズ
ク
ラ
ブ
と
大

洲
喜
多
地
区
高
校
交
通
マ
ナ
1
ア
ッ

プ
ク
ラ
ブ
は
、
午
前
9
時
半
、
大
洲

L.::ニ:..=.sー----邑邑

企 JR大洲駅前駐輪場の自転車を整理しました

14一一一

警
察
署
に
集
合
し
ま
し
た
。
参
加
者

を
代
表
し
て

O
Z
U
ラ
イ
ダ
1
ズ
ク

ラ
ブ
の
宮
本
省
三
さ
ん
と
大
洲
農
業

高
等
学
校
3
年
生
の
佐
々
山
大
和
さ

ん
が
、
「
人
の
生
命
の
尊
さ
や
発
生

す
る
事
故
の
重
大
さ
を
認
識
す
る
。

高
校
生
と
し
て
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
を
図
る
」
な
ど
、

5
つ
の
項
目
に

つ
い
て
交
通
安
全
宣
言
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、

O
Z
U
ラ
イ
ダ

l
ズ
ク
ラ

ブ
別
人
は
、
会
員
自
慢
の
オ
ー
ト
バ

イ
や
サ
イ
ド
カ
ー
に
跨
り
、
市
内

一

円
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
大
洲
喜
多
地
区
高
校
交
通
マ
ナ

ー
ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
の
会
員

ω人
は
、

J

R
大
洲
駅
前
の
駐
輪
場
で
自
転
車

の
整
理
整
頓
を
行
っ
た
後
、
ア
ク
ト

ピ
ア
で
啓
発
資
材
を
片
手
に
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
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平成17年「春の全国交通安全運動j

4
月
叩
日
(
日
)

ー
ピ
カ
ピ
カ
の
カ

l
ブ
ミ
ラ

l
i

大
洲
交
通
安
全
協
会
東
大
洲
支
部

田
口
班
山
人
は
、
午
後

2
時
か
ら
市

道
田
口
徳
森
線
沿
い
の
カ

l
ブ

ミ

ラ
!
の
清
掃
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

自
動
車
の
交
通
量
も
多
く
、
交
通

事
故
の
危
険
性
の
高
い
地
域
で
の
交

通
事
故
を
未
然
に
防
ご
う
と
田
口
班

の
役
員
の
皆
さ
ん
が
、
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

東
大
洲
支
部
田
口
班
は
、
交
通
安

全
週
間
が
開
催
さ
れ
る
春
と
秋
の
年

2
回
、
清
掃
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

4
月
日
日
(
水
)

ー
安
全
確
認
、

し
っ
か
り
と

i

大
洲
市
立
白
滝
小
学
校
で
大
洲
交

通
安
全
協
会
白
滝
支
部
と
大
洲
警
察

日

.A.春の日差しを浴びながらの清掃活動

〈;::;Li費三
1γ.- -ど七三て ，--ず，」よ ふ.}~ '_:'.~，，:ム 二一

べ. 

.A.元気よく 手を上げる小学生たち

. 
• 
'三

署
の
協
力
に
よ
り
、
交
通
安
全
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
白
滝
小
学
校

の
生
徒
印
人
は
、
横
断
歩
道
の
安
全

な
渡
り
方
な
ど
指
導
員
の
み
な
さ
ん

の
指
示
に
よ
り
、
交
通
ル

l
ル
に
よ

る
安
全
確
認
動
作
を
身
に
着
け
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
自
転
車
の
正
し
い

乗
り
方
で
は
児
童

一
人
ひ
と
り
の

「
前
方
よ
し
、
後
方
よ
し
、
左
右
よ
し
」

と
元
気
よ
く
点
呼
す
る
声
が
グ
ラ
ウ

ン
ド
内
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

大
淵
神
信
満
保
存
舎
に
よ
る
シ
リ
ー
ズ

大
淵
発
祥
の
神
伝
流
泳
法
⑤

洲
の
浅
岡
家
で
し
た
。
弓
削
元
久
・
伊

東
祐
根
の
父
親
は
大
洲
の
浅
岡
家
か
ら

養
子
に
来
た
人
で
し
た
。
さ
ら
に
、
そ

の
大
洲
浅
岡
家
の
先
代
は
加
藤
主
馬
の

血
脈
、
加
藤
新
五
左
衛
門
の
家
臣
沢
田

家
の
嫡
子
を
杉
江
氏
が
貰
い
受
け
、
浅

岡
家
へ
養
子
入
り
し
た
人
で
す
。
祐
根

の
松
山
行
き
は
右
の
つ
な
が
り
で
領
け

る
と
思
い
ま
す
し
、
祐
根
が
加
藤
主
馬

を
元
祖
と
讃
え
る
理
由
も
彼
の
血
脈
に

由
来
す
る
と
考
え
ま
す
。

〔大
洲
藩
臣
家
譜
よ
り
〕

一方、

祐
根
は
歌
人
と
し
て
も
有
名

で
、
且
つ
国
学
・
神
道
に
も
通
じ
て
い

ま
し
た
。
大
洲
和
歌
集
に
弓
削
正
路
の

名
が
あ
り
、
選
者
常
盤
井
守
貫
の
家
塾

や
文
庫
で
国
学
や
神
道
の
学
習
を
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
主
馬
流
水

練
基
本
の
巻
は
「
古
事
記
」
の
み
そ
ぎ

の
文
章
を
そ
っ
く
り
引
用
し
て
い
る
こ

と
か
ら
明
白
で
す
。
何
故
な
ら
、
「
古

事
記
」
な
ど
の
古
書
は
大
酬
八
幡
神
社

の
文
庫
で
し
か
書
写
で
き
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。
松
山
に
水
練
の
史
料
が
存
在

す
る
理
由
は
、
水
練
が
武
術
と
し
て
、

そ
の
免
状
の
価
値
付
け
が
な
さ
れ
、
水

練
師
役
も
藩
が
任
命
し
た

W
M
J
F付
引
き

(
文
責
井
手
隣
之
)

神
伝
流
第
六
代
に
は
五
代
目
蓑
島
太

兵
衛
正
利
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
利

は
家
系
図
を
作
成
し
た
と
自
署
し
て
い

ま
す
。
従
っ
て
、
自
分
が
水
練
錬
達
者

だ
っ
た
と
は
書
い
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
正
利
の
弟
子
伊
東
祐
根
は

松
山
藩
の
水
練
師
役
に
登
用
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
正
利
は
鷹
匠
の
外
・
柔
術
・

居
合
の
指
南
を
勤
め
、
弟
子
は
=
一
百
有

七
人
と
記
録
し
て
い
ま
す
。

神
伝
流
第
七
代
は
松
山
藩
士

・
伊
東

祐
根
と
松
山
の
史
料
に
は
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
伊
東
祐
根
に
つ
い
て
は
、
松

山
中
の
川
筋
蓮
福
寺
の
墓
碑
に
経
歴
・

事
蹟
が
刻
さ
れ
、
そ
の
文
章
は
「
松
山

叢
談
」
と
い
う
史
料
集
に
も
載
っ
て
い

ま
す
。
(
コ
ピ

l
参
照
)

祐
根
は
宝
暦
ロ
年

(
1
7
6
2
年)、

大
洲
藩
士
弓
削
元
久
の
弟
と
し
て
出

生
、
松
山
藩
士
伊
東
祐
之
の
婿
養
子

に
迎
え
ら
れ
た
人
で
す
。
伊
東
家
は
鎌

倉
時
代
以
来
の
名
家
で
、
徳
川
家
康

が
付
家
老
と
し
て
久
松
家
へ
遣
し
た

と
松
山
叢
談
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
7
6
7
年
、
松
山
藩
は
財
政
困
窮
の

た
め
、
迎
賓
用
別
荘
の
石
手
お
花
畑
を

売
却
し
、
そ
の
庭
池
(
お
囲
い
池
)
を

水
練
稽
古
場
と
し
て
伊
東
家
へ
下
さ
っ

た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
凶

年
も
後
に
松
山
で
発
行
さ
れ
た
諸
芸
名

人
番
付
表
の
「
水
練
」
に
伊
東
の
氏
名

が
無
い
。
伊
東
家
の
困
惑
は
如
何
ば
か

り
か
、
ち
ょ
う
ど
、
伊
東
家
と
親
近
な

浅
岡
氏
が
い
ま
し
た
。
浅
岡
家
は
尼
子

氏
の
子
孫
と
い
う
名
家
で
、
本
家
が
大

一
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長浜町須沢の「日本えびね園jで約500f平のハウ

スいっぱいに250種類3万株のえびねが、見事な花

をつけ訪れだ人々を楽しませています。 4月か55
月の連休頃にかけ、見頃を迎えまし走。

4月17目、長浜町沖浦、瑞龍寺で、国指定重要文

化財 .11面観音立像(沖浦観音)の春の大祭が行わ

れ、終日大勢の参拝者で賑いましだ。

-rにこにこクラブjスタート~
4月18目、健康づくりの3本柱である栄養・運動・

休養について参加者みんなで考え自分の生活習慣の

改善に役立て健康で長生きを目指す教室「にこにこ

クラブJが、河辺基幹集落センターでスタートしま

した。

65歳までの人が対象で年間 6回計画されていま

す。今回は、運動指導土の中野泰手先生の指導のち

と室内で楽しめる運動を行いました。

Z主奇

4月8目、如法寺河原沿いで肱南保育所の園児12

人が、稚鮎の放流を行いましだ。園児だちは、長靴

姿で稚鮎の入っEバケツを抱え、 71<.ぬるむ肱川に稚

鮎を流していましだ。会回放流し疋全長7センチほ

どの稚鮎は、 6月中旬頃には15センチ程度まで大き
くなります。

~第 21固肱川町俳句大会~
4月17目、大洲市立肱川|風の博物館で第21回肱川

町俳句大会とお茶会が開催されましだ。毎年、春の

しゃくなげまつり行事のーっとして開催され、俳句

を通じだ新たな受流が生まれる場となっています。

受賞作品は、 10ページで紹介していますのでご覧

Tさい。



広恒おおぜ 2∞56月号

連載シリース、

受講生募集!!
平成17年度

『地域エンパワーメントカレッジ
W

U
M

此
M

L
J

ぷ

おおず女性塾生を募集します】【第7期

お泣司置3
この講座では、文学・人権・健康・家族など

多くのテーマを男女共同参画の視点で学習し、

多様な価値観の発見と新しい自分の出発を目指

した生涯学習です。

ぜひ、ご参加ください。

和

M

L
J

u 

大洲市では、ふるさと“おおず"を再発見し、男女共同

参画家庭、地域づくりを進めるための人材育成と、いきいき

とした男女共同参画社会づくりを目的として、女性の学習

機会を設けています。

この塾では、郷土についての学習、先進地 1日研修、男

女共同参画セミナーなどの学習会を予定しています。

皆さんのご応募をお待ちしています。

u 

:r 
w

t
J

tJ
 

[実施日
7月1日幽・ 7日制・ 14日嗣・ 16日仕)・ 22日幽

※毎回午後 1時20分から 3時間程度

※実施日については講師などの都合により変

更になる場合があります。

[実施場所]

大洲市総合福祉センター 多目的ホール

[受講料} 無料※託児もあります。

[定 員] 50人(最終日は100人)

※性別は問いません。

[募集期間] 5 月 27 日樹~6 月 24日掛
[申し込み・問い合わせ先]

愛媛県女性総合センター

宮 089-926-1633
FAX 0 8 9 -9 2 6 -1 6 6 1 

τf 

{r 

W

L

M

L
J

山
M

L
J

LJ

u 

コ

品目
ι
M

L
J

J

※講座内容など詳細は、市役所本庁・支所・公

民館などに備え付けの受講案内または回覧文

書をご覧ください。

[募集対象]

市内在住の女性で活動に参加できる人(※第6期まで

の修了生を除く)

[学習期間]

平成17年 7月~平成19年 3月

[定員]

20人(申し込み多数の場合は抽選)

[申込期限]

6月20日開)

[申込方法]

企画調整課までご連絡ください。申込書および第6期

生の活動の様子が分かる書類を送付します。

[申し込み ・問い合わせ先]

本庁企画調整課男女共同参画係

包24-2 1 1 1 内線 523

U
H

扮

鈴

々

々

々

々

公

立

会

品目
u 

u 

宅I

L 

--f 

τI 

~ 

-・E ・-ーーー長事宮脇Eヨi雪野E・E・・E・-

) 
肱川地区

日時 6月6日伺) 午後1時30分~午後4時30分
場所 肱川公民館3階会議室

問い合わせ先 肱川支所 834-2311

河辺地区

日時 6月10日働午前9時~正午
場所河辺老人福祉センタ

問い合わせ先 河辺支所 839-2111

内案と
-、、
‘ー談相

祝日・年末年始を除く
場所 大洲隣保館・大洲福祉会館

問い合わせ先 824-6100 (大洲隣保館)
825-0947 (大洲福祉会館)

-・E ・-・'.....1運j;i局員E修道援活 笥 - ・E ・E ・-

ーーーーーーーーーー・tii&軍事誕祖沼恒験 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・

大洲地区

日時 6月15日制午前10時~正午
場所 上須戒公民館

日時 6月17日樹午前10時~正午
場所 市役所3階会議室

問い合わせ先 急ぐときは法務局大洲支局 324-4155

月~金午前8時30分~午後5時
祝日・年末年始を除く

場所 市役所社会福祉課

問い合わせ先 824-2111 (内線186)

白時

大洲会場

日時 6月3日樹・15日制・24日樹
午前10時~午後3時30分

場所 大洲商工会議所

長浜会場

日時 6月10日樹午前10時~午後3時30分
6月20日伺) 午後1時~午後3時30分

場所長浜町商工会

問い合わせ先 松山西社会保険事務所3089-925-5105

圃圃圃圃圃園田l.泊 目宰註牽ヨヨ順軍軍権法草盟!i:動圃圃圃圃圃圃・

毎週月・水・金曜日(休日除く)
午前9時~午後4時

場所 法務局大洲支局人権相談室

問い合わせ先 法務局大洲支局 824-4155 

日時

圃圃圃圃圃圃圃圃圃In流i覇軍E珊~;r=，.・E・・E・-

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃E三霞w吾~æ院進戸E・E・・E・-

月~金午前日時30分~午後5時15分
祝日・年末年始を除く

場所青少年センター

問い合わせ先 ft24-7830 

日時

圃圃圃圃圃圃圃圃噌面基調~. .A:lJl図書院寵輩記咽圃圃圃圃圃圃園

月~木午前B時30分~午後5時15分
祝日 ・年末年始を除く

場所国立大洲青年の家

問い合わせ先 824-1414 

日時

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃-函連四国眠2i:勝 ーーーーーーーーーーーー

大洲地区

日時 一般相談毎週月・水曜日
法律相談毎週火・木曜日
介護相談毎週金曜日

午前10時~正午、午後1時~午後4時
※祝日-年末年始を除く

場所 総合福祉センター(相談室直通) ft23-5629 

問い合わせ先 総合福祉センター1階社会福祉協
議会窓口 ft23-0313 E・E・・~~羽吉幸-重量!ì;i院恒国圃圃圃圃圃圃圃圃

日時 6月15日制午前9時~午後4時
場所宅建協会大洲支部

問い合わせ先 (有)上回喜六不動産

時間

長浜地区

日時 6月24日国午前9時~午後3時
場所 長浜体育館和室

問い合わせ先 長浜社会福祉協議会

大洲地区

日時 6月20日伺) 午前9時~正午
場所 市役所3階会議室

問い合わせ先 ft24-5072 (山本)ft24・4294(辻)
肱川地区

日時 6月6日伺) 午後1時30分~午後4時30分
場所 肱川公民館3階会議室

問い合わせ先 肱川支所 834-2311

河辺地区

日時 6月10日樹午前10時~正午
場所河辺老人福祉センタ

問い合わせ先 河辺支所 839-2111
圃圃圃圃.，.....uヨ 国ml掛司同 首長量諸国匝圃1:311:院声圃圃園田

824-4452 

ft52-1111 午前8時30分~午後5時15分
大洲地区

日時 月~金

一一一一 17



広個おおず

くらしの橋報

2∞5 6月号

852-3055 (長浜地区)
839-2111 (河辺地区)

長浜保健センター
河辺保健センター保健センヲー情報

持参品

母子健康手帳 アンケート・ パスタオル

母子健康手帳 ・アンケート・歯ブラシ

母子健康手帳・ アンケート・歯ブラシ

対象

大洲・ 長浜地区

市内全域

市内全域

大洲市保健センタ-823-0310(大洲地区)
肱川保健センタ- 834-2340 (肱川地区)

6月の各種検診(健診)と予防接種
(乳幼児関係)

事業名

4ヶ月児健康診査

1歳6ヶ月児健康診査

3歳児健康診査

(成人関係)

事業名 実施日 受付時間 場所 該当者 対象 料 金

6月1日付4 大洲(市木 ・東大洲)

6月2日付骨 大洲(田口)

6月3日樹 午前 8時 30分 ~ 午 大洲市保健センター
生活習慣病検診は

大洲(五郎)

6月6日開)前 11時 30分 大洲(若宮)

生活習慣病検診 6月7日伏)(ただし、胃がんと
30歳以上の男'生

大洲(新町・堀の内)
生 活 習 慣 病検診.無料

結核検診・肺がん 6月9日同 大腸がん検診は午 蔵川基幹集落センター
19歳以上の女'生

大洲(蔵JII)
結核検診: 無料

検卦ロY 6月10日働 前 8時から受付し 大川連絡所
肺 ・ 胃 ・ 大 腸 が ん

大洲(大JII)
肺がん検診:100円

大腸がん検診 6月27日(月)ます。)
検診は40歳以上の (略疾検査:500円)

胃がん検診 6月28日伏) 市民会館
人 大洲(肱南) 大腸がん検診:500円

6月29日付4
結 核 検 診 は65歳以 胃がん検診:900円

6月16日附 午前8時30分~午前11時30分 白滝公民館
上の人

長浜(白滝 ・戒川)

6月2日附
午前8時30分~午前10時30分 肱川保健センター 肱川(中野校区)

6月3日働

6月7日似d 上須戒連絡所 大洲(上須戒)

子宮がん検診 6月22日付4午後 1時~午後 1時30分 南久米連絡所 20歳以上の女性 大洲(南久米) 子宮がん検診:700円
6月23日附 平公民館 大洲(平)

着

図書僧騎報
824-4419 

852-1111 

834-2307 

来庁

図書館(大洲)

長浜図書館

広川図書館

(
大
洲
)

※主な検診(健診)を掲載しています。他の保健行事につきましては、各地区の 「保健だよりJをご覧下さい。

6
日
生
涯
学
習
講
座

郷
土
の
歴
史
講
座

「
新
谷
藩
一
万
石
史
I
」

講
師
八
島
龍
晴
先
生

期
日

6
月
辺
日
嗣

時

間

午

前

9
時
必
分
1

午
前
日
時
必
分

図
書
館
(
大
洲
)
4
階

場
所

新
着
図
書
窯
内

図
書
館

(大
洲
)

我

が

妻

と

の

闘

争

呉

エ

イ

ジ

著

中
江
藤
樹
の
生
涯
と
思
想
高
柳
俊
哉
著

全

国

霊

場

巡

拝

事

典

大

法

輪

閣

編

英
雄
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
の
物
語
上
・
下

M
・
サ
ト
ク
リ
フ
著

夫
婦
を
長
続
き
さ
せ
る
会
話
術

津
田
妙
子
著

「
管
理
職
」
と
呼
ば
れ
る
人
の
全
仕
事
術

金
津
健
強
者

堀

江

本

堀

江

貴

文

著

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
作
成
・
プ
レ
ゼ
ン
術尾

崎
裕
子
著

危
機
に
立
つ
日
本
の
理
数
教
育

松
田
良

一
・
正
木
春
彦
編

大
地
震
こ
れ
な
ら
生
き
残
れ
る

山
村
武
彦
著

奪

還

第

二
章

蓮

池

透

著

脳

の

地

図

帳

原

一

之

著

花

粉

症

順

天

堂

大

学

医

学

部

編

男
の
更
年
期
障
害
を
治
す
天
野
俊
康
著

男
女
中
高
生
の
お
弁
当
ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

デスパ口約人鬼義銀銅ニ 5栽農愛 O よ
スノリン束生を八行風ツ 3培で犬 歳 く

lのグのベ斬郎仕 ポ O上起の か わ
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刃

東

野

圭

吾

著

グ
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
ナ
ー
レ
阿
部
和
重
著

シ

ン

セ

ミ

ア

上

・

下

阿

部

和

重

著

恋
愛
小
説

川
上
弘
美
ほ
か
著

ま
ぜ
る
な
危
険
!
薬
と
食
品
の
食
べ
合
わ

せ

ガ

イ

ド

山

本

弘

人

著

何
が
あ

っ
て
も
大
丈
夫
棲
井
よ
し
こ
著

さ

く

ら

西

加

奈

子

著

ユ
l
ジ

ニ

ア

恩

田

陸

著

中
途
採
用
捜
査
官
S
A
T
、
警
視
庁
に
突

入

せ

よ

!

佐

々

木

敏

著

日
光
例
幣
使
道
の
殺
人
平
岩
弓
枝
著

沈
黙
の
春

R
・
カ

l
ソ
ン
著

今
、
読
書
が
日
本
人
を
救
う

鈴
木
健
二
著

韓
国
ド
ラ
マ
の
素
冬
ソ
ナ
風
味y

u
n
+者

わ
た
し
は
、
こ
う
し
て
北
朝
鮮
で
生
き
抜

い

た

!

梁

東

、

河

・

中

平

信

也

著

印

年

後

の

未

来

予

測

遠

藤

演

明

著

図

解

雑

学

深

層

心

理

渋

谷

昌

三

著

荻
原
博
子
の
年
金
で
足
り
な
い
「
定
年
後

の
お
金
」
は
こ
う
し
な
さ
い
1荻

原
博
子
著

J
T
B
 

J
T
B
 

J
T
B
 

J
T
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奈
良
大
和
路

神
戸
六
甲
有
馬

北
九
州
市
門
司
港
レ
卜
ロ

九
州肱

川
図
書
館

文
章
文
例
辞
典
日
本
語
文
章
研
究
会
著

夏

の

椿

北

重

人

著

だ

い

こ

ん

山

本

一

カ

著

神

秘

の

法

大

川

隆

法

著

佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
島
田
洋
七
著

笑
顔
で
生
き
ん
し
ゃ
い
!
島
田
洋
七
著

ま

さ

か

さ

か

さ

ま

伊

藤

文

人

著

九
月
が
永
遠
に
続
け
ば
沼
田
ま
ほ
か
る
著

何
が
あ
っ
て
も
大
丈
夫
楼
井
よ
し
こ
著

四
国
の
山
菜
と
レ
シ
ピ
暴
露
新
聞
社
編

痕

跡

パ

ト

リ

シ

ア

・

コ

l
ン
ウ
エ
ル
著

ウ

ネ

グ

レ

ク

ト

」

杉

山

春

著

デ
ィ
ア
・
フ
レ
ン
ズ

Y
o
s
h
i著

雛

の

家

久

世

光

彦

著

真

相

横

山

秀

夫

著

晩

鐘

乃

南

ア

サ

著

し
ゃ
ぽ

ん

玉

乃

南

ア

サ

著

芥

火

(

あ

く

た

び

)

乙

川
優
三
郎
著

深

尾

く

れ

な

い

字

江

佐

真

理

著

【
休
館
日
】

毎
週
月
曜
日
・

6
月
初
日



広報おおず 2∞56月号

くらしの情報

平

成

げ

年

度

巡

回

教

育

相

談

に

つ
い

て

障
害
の
あ
る
乳
幼
児
の
保
護
者
を

対
象
と
し
て
、
養
育
や
就
学
に
係
る

相
談
活
動
を
実
施
し
、
適
切
な
就
学

を
図
る
た
め
、
「
平
成
げ
年
度
巡
回
教

育
相
談
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

主

催

愛
媛
県
教
育
委
員
会

日

時

6
月

9
日
(
木
)

会

場

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

8
@
2
1
1
1
(内
線
7
7
3
1
)

親

子

で

一
日
体
験
カ
ヌ
ー

学
校
遇

5
日
制
対
応
事
業

自
然
の
す
ば
ら
し
さ
と
カ
ヌ

l
の

楽
し
さ
を
親
子

・
友
達
で
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

期

日第
1
回

第

2
回

第

3
回

時

間受
付

5
月
お
日
(
土
)

6
月
同
日
(
土
)

7
月

9
日
(
土
)

午
前
9
時
叩
分

1午
前
印
時

解

散

午

後

4
時

対

象

小
学
校

3
年
以
上
の
親
子

(
小
学
校

5
年
生
以
上
の
児
童
は
、
親

子
で
な
く
て
も
よ
い
が
保
護
者
に
代

わ
る
人
が
引
率
し
て
く
だ
さ
い
。
)

募
集
人
員

各
固
定
員
初
人

参
加
費

-
人

1
固
に
つ
き

8
0
0
円

(
昼
食
代
・
保
険
代
)

(
先
着
順
受
付
)

持
参
品
な
ど

ぬ
れ
で
も
よ
い
服
装
、
ね
れ
で
も

よ
い
靴
(
サ
ン
ダ
ル
可
)
、
タ
オ
ル
、

着
替
え
、
健
康
保
険
証
(
コ
ピ

l
可)、

防
寒
具
、
雨
具
、
帽
子
、
各
自
必
要

な
も
の

ま
た
、
眼
鏡
の
人
は
眼
鏡
バ
ン
ド

を、

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
使
用
し

て
い
る
人
は
外
す
か
、
ス
イ
ミ
ン
グ

ゴ

l
グ
ル
を
準
備
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

日
焼
け
対
策
も
各
自
で
お
願

い
し
ま
す
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

国
立
大
洲
青
年
の
家

「
1
日
体
験
カ
ヌ

l
」
係

B
@
5
1
7
5
 

国
立
大
洲
青
年
の
家
ホ

1
ム
ペ

l
ジ

Z
G
注
者
当
者
・02lmmE
巾
ロ
ロ
O
B

大
雨

・
集
中
豪
雨
に
備
え
て

集
中
豪
雨
は
予
測
で
き
な
い
こ
と

が
多
い
の
で
、
大
雨
情
報
を
聞
い
た

ら
早
め
の
準
備
が
必
要
で
す
。
特
に

雨
に
よ
る
被
害
が
予
測
さ
れ
る
地
域

で
は
、
避
難
体
勢
を
整
え
て
お
き
、

い
つ
で
も
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

早
め
の
安
全
対
策
を
と
ろ
う
!

。
雨
ど
い
や
側
溝
を
整
備
・
清
掃
し

て
、
流
れ
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

。
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
な
ど
の
天
気
予
報

や
防
災
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

。
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や
携
帯

ラ
ジ
オ
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

。
家
族
で
避
難
場
所
を
決
め
、
非
常

持
ち
出
し
品
を
ま
と
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

訂

正

と

お

わ

び

広
報
お
お
ず

5
月
号

4
ペ
ー
ジ
、

「
平
成
口
年
度
の
予
算
規
模
」
表
中
の

「
病
院
事
業
の
当
初
予
算
は
、

3
7
5，

4
3
8
万
円
、

0
・
2
%
増
。

工
業
用

水
事
業
は
、

3
，
5
3
1
万
円
、
日
・
1
%

減
」
に
訂
正
し
ま
す
。

6
ペ
ー
ジ
、
平
成
口
年
大
洲
市
消
防

出
初
式
受
章
者
名
簿
の
記
事
に
あ
る

受
賞
者
代
表
(
写
真
)
の
「
大
洲
方
面
隊

肱
北
分
団
長
稲
生
弘
和
」
は
、
「
肱

川

方

面

隊

隊

長

富

永

武

雄

」

の

誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
、
訂
正
し

ま
す
。

編

集

後

記

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
ぉ
、
だ

円
や
か
な
晴
天
が
続
き
、
休
養
や
レ

日
ジ
ャ
!
と
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
ま

日
し

た

か

?

ど

こ

に

行

っ
て
も
人
ご

日
み
と
自
動
車
の
雑
踏
に
巻
き
込
ま

日
れ
、
楽
し
い
反
面
、
疲
れ
た
と
い
う
H

H

の
が
実
感
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日

…
頭
を
切
り
替
え
、
仕
事
や
勉
強
に
励

…

…
み

ま

し

ょ

う

!

。

…

|救急当番病院 l
曜日によって救急当番病院は変わります。

昼間・夜間の急患など、ご相談は、その日の
当番病院まで。

市立大洲病院(西大洲)
ft 24 - 2151 

加戸病
ft 24ー 5101

大洲記念病院(徳
ft 25 - 2022 

大洲中央病院 (東大洲)
ft 24 - 4551 

ー・=E172ZEE4722=EPEtiZE--

今月の納税 科(西大洲)中塚内
ft 24一06066月5日(日)

月・火曜日

東大洲 城戸眼科(東大洲)
ft 24 - 1010 

6月12日(日)

市県民税
付期)

宮)院(若大久保内科クリニック (八多喜)
ft 26 - 1131 

森)

日

日

曜

曜

7)< 

木

6月19日(印

金~日曜日

(三の丸)院j甫岡医
ft 24 - 2024 

6月26日(日)納期限は6月30日です。

F見 別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

市県民税(5期) 1期 2期 3期 4期 5期

固定 資 産税(5期) 1期 2期 3期 4期 5期

軽自動車税(全期) 全期

国民健康保険税(9期) 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

介 護保険料(9期) 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

大洲市内の交通事故

4月末
昨年同期

現在

件 数 83 100 

負傷者 115 128 

死 者 2 。

一一一 19



‘ 

弓

ぷぶν 一.一 ，

7
月
M
日
(
日
)

開

催

日

開
催
場
所

肱
川

・
肱
川
緑
地
公
園

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

競
授
種
目

A

マ
小
学
生
部
門

3
1
6
年
生
各
男
子
・
女
子
の
部

駅
伝
の
部
(
男
女
・
学
年
混
合
可
)

.
中
学
生
部
門

男
子
・
女
子
の
部

駅
伝
の
部
(
男
女
・
学
年
混
合
可
)

。
高
校
生
部
門

男
子
・
女
子
の
部

駅
伝
の
部
(
男
女
・
学
年
混
合
可
)

競
授
内
容

A

マ
小
学
生
部
門

ス
イ
ム

l
o
o
m↓
バ
イ
ク

6
M

↓
ラ
ン

2
M

-
中
学
生

・
高
校
生
部
門

ス
イ
ム

2
0
0
m
↓
バ
イ
ク
印
刷

↓
ラ
ン

4
M

定

員

(
定
員
を
超
え
る
場
合

は
先
着
順
と
な
り
ま
す
)

1
5
0
人
(
各
部
門
の
合
計
)

参

加

費

1
0
0
0
円

(
駅
伝
は
1
チ
ー
ム
3
、
0
0
0
円
)

申
込
受
付
期
間

6
月

1
日
か
ら
7
月
8
日
ま
で

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
ぜ
先

大
洲
市
教
育
委
員
会
市
民
体
育
課
内

ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
実

行
委
員
会

大
洲
市
大
洲

8
9
1
番
地
の

1

2
@
1
7
3
4
(直
通
)

宮
⑫
2
1
1
1

(
内
線
7
7
4
2
)

アマサギ{狸匂驚} コウノトリ目サギ科

すが、この南方系のアマサギは割と乾いた畑や田ん

ぼで、バッタやカエルを捕っているようです。みな

さんは一口に白サギと言っていますが、アマサギの

特徴は、頭から背中にかけてオレンジ色(成鳥)を

しています。そして、求愛の頃になると、くちば

しや足が赤紫色に変化してとても美しくなります。

よく、 トラクターで耕作した後をひよこひよこ

付いて歩き、ごちそうをいただいている姿を目に

しますが、なかなかのち ゃっ かり者です。最近

は農地も荒れがちですが、田畑を耕すということ

は、この野鳥たちも養うということにもなります。
@ 

全長 50cm

5月に入ると、次々と大洲地方にも南の固からやっ

て来ます。サギと言えば水辺を好むと思われがちで

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃|発行大淵市繍ー務課 干ワ…1必翻訳

合計 52，118人(-26) 
男 24，854人(-13) 
女 27，264人(-13) 

大淵市民の動き 43人(-33) 死亡25人(-23) 出生20，090世帯(+28) 世帯数人口

432.2k品面積(平成17年4月30日現在)
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